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本論文は以下の 8 つの章で構成されている。 
序章 本研究の目的
第 1 章 先行研究と本研究の位置づけ 
第 2 章 研究方法 
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 第 3 章 否定的評価の対象 
 第 4 章 否定的評価の表現方法 
 第 5 章 否定的評価の開始部 
 第 6 章 否定的評価の開始から収束まで 
 終章  本研究のまとめと今後の展望 
 序章では、本論文の目的を述べる。  
 第 1 章では、評価という活動、否定的評価、対人コミュニケーションという３つの観点から先行研
究を検討し、本論文が位置づけられる。 
 第 2 章では、先行研究の分析の手法を概観し、本論文で採用する手法を示す。そして、会話の収集
からデータ整備までの手順が示される。 
 第 3 章では、否定的評価の対象を分析し、否定的評価の対象となることが多い事柄と、少ない事柄
が調査される。その結果、「行動」「思考」を対象とする否定的評価が比較的多い一方で、「所持物」「外
見」「外見の変化」「才能」「遂行」を対象とする否定的評価が少ないことが示される。さらに、Brown 
















 第 6 章では、否定的評価の談話が収束するまでの相互行為について詳細な観察が行われ、侵害され
たフェイスの回復やフェイス不均衡の是正の方法として、① 侵害された相手のポジティブ・フェイス


































 平成 26 年 9 月 25 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（2）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
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